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開催日：平成 29年 9月５日(火) 
開催場所：名古屋市立大学北千種キャンパス大講義室
活動形式：講演
参加人数：約 70名  
桐朋学園大学教授の沼野雄司先生による講演






















いた。講演タイトルに含まれる<The Liberation of 
Sound>は、音楽の未来に関するヴァレーズの論考集のタ
イトルでもあり、新しい楽器やオーケストレーションを求
めたヴァレーズは、「サウンド・ビーム」というイメージ
を常に抱いていた。1930 年代に作曲された『エスパス』
や 1958 年ブリュッセル万博でのル・コルビュジェとイア
ニス・クセナキスとの恊働上演『ポエム・エレクトロニッ
ク』では、空間表現が戦略的に実現されたが、ヴァレーズ
の先鋭的な考えに対して技術は不十分なものだった。
図-1 講演中の沼野雄司先生 
講演では、ハイデッガー、エイブラハム・モールス、ア
ンリ・ルフェーヴルらの思想が取り上げられ、物理学、心
理学、社会学へと展開していく空間概念が電子音響音楽で
実現された事例も論じられた。特に詳しく論じられたのが、
空間の実践、空間の表現、表象的空間、という空間の三つ
の様相であり、これが地理学のように社会的空間を特定す
るという点が強調された。
沼野先生の講演は、今日の技術環境における音楽表現に
対して示唆の多い内容であり、研究者にとっても実践家に
とっても極めて有益であった。
